
3 2

表紙のはなし

ぐるっと島原半島
フリーきっぷ

『武家屋敷通り』
島原城築城時、鉄砲を主力とする部隊の屋敷約700戸が軒を連ねてい
た地区です。延長406.8m、幅長5.6mの下の丁の街並みが、住民の協
力を得て保全されており、往時の暮らしがしのばれます。

城下町ならではの薪能。
その舞台で披露される
元気な子どもたちの狂言は
未来の島原に光を与えています
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島
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肥前島原子ども狂言

島原市

和泉流狂言方・
野村万禄さんか
ら指導を受け、
10月の島原城
薪能で成果を発
表します。稽古で
は、歩き方、座り
方、お辞儀の仕
方などの行儀作
法も自然に身に
付けることがで
きます。

「肥前島原こども狂言」
ワークショップ参加者募集！

島原ウィンターナイト・
ファンタジア

問合せ：島原ウィンターナイト実行委員会
　　　  （島原市しまばら観光課内）
　　　  ☎0957-63-1111（内線212）

募集：未就学児、小・中学生、約30人
主催：島原市、島原市教育委員会
問合せ・申込み：島原市教育委員会社会教育課
　　　　　　　☎0957-68-5473
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伝
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平
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が
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台
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世
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狂
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は
市
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育
委
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携
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狂
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を
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催
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子
ど
も
た
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古
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原
の
歴
史
や
文
化
の
豊
か
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体
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る
こ
と
で
、郷
土
愛
や
自

身
の
誇
り
を
育
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こ
と
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で
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。令
和
6
年
の
島
原
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４
０
０
年
、そ
し
て
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和
７
年
開

催
予
定
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国
民
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て
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島
原
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ら
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文
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育
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域
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つ
な
げ
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い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島原市出身。幼い頃から文化や芸術に触れて育つ。大学進
学で上京し、卒業後はイベントコーディネーターとして活
動。帰郷後は、食品卸の会社を経営しながら、島原市のさま
ざまな文化活動に携っている。島原城薪能運営委員、島原
子ども狂言協力会事務局。

JR（長崎～諫早）と島鉄（鉄道、バス、フェ
リー）がセットになったお得なフリーきっ
ぷを使って島原半島へ出かけませんか。
●発売期間／令和4年2月20日（日）まで
●運　　賃／2,500円（1日）
　　　　　　3,500円（2日）
※販売および利用は土･日曜、祝日のみ

1618年から7年余りの歳月を
費やして完成。1874年に廃城
となりましたが、1964年に天
守閣が復元され、以前の姿に
よみがえりました。天守閣内に
はキリシタン史料館、城内に
西望記念館や民具資料館な
どがあります。

島原城

問合せ：県の新幹線対策課
　　　  ☎095-895-2063
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島原城キリシタン墓碑群
島原城本丸内北側に4基の墓
碑があり、中には国内2番目に
古い紀年銘をもつといわれて
いる墓碑もあります。

青い理髪舘
島原城下の森岳商店街にある大
正後期に理髪舘として建てられ
た2階建ての木造洋館です。現在
はカフェとして活用され、市民や
観光客の憩いの場として親しま
れています。2003年に国の有形
文化財に登録されました。

島原城を築いた松倉重政と、島
原・天草一揆に派遣され戦死した
板倉重昌を供養するために1957
年に建立され、側には両氏の墓碑
もあります。全長8.1mで、鉄筋コ
ンクリート造りの涅槃像としては
日本最大といわれています。

江東寺・涅槃像

島原半島では、1902年から
再宣教が始まり、1932年に
最初の教会堂、1997年に現
在のドーム型の教会が建て
られました。天正遣欧使節
で、禁教下に口之津を拠点
に活動した中浦ジュリアン
神父像などがあります。

カトリック島原教会

島原藩医・賀来佐之が幕末
に築き、薬草などを栽培して
いた薬園跡です。江戸時代
の薬園跡は貴重で国の史跡
に指定されています。保存
整備事業により石垣、屋敷
跡、建物跡、貯蔵穴、貯水槽
などが復元されています。

旧島原藩薬園跡
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島原ドック協業組合（P8）
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写真提供／島原市

雲仙普賢岳噴火災害からの復興を願って始
まった、島原の冬の風物詩。約20万球のイル
ミネーションでライトアップされます。

日　時：12月4日（土）～令和4年1月8日（土）
　　　  17:30～22:00
場　所：中央公園、アーケード街など
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